
(57)【要約】

【課題】この発明は、簡易な構成で、吸引時における送

水液の霧化を防止したうえで、安定した高精度な吸引動

作を実現すると共に、凝固切開機能の使用時における切

除スピードの高速化を図り得るようにすることにある。

【解決手段】プローブ１０に連結された超音波振動子１

４の後端側に吸引チューブ１６２及び送水チューブ１６

１を連結し、超音波振動されるプローブ１０に吸引され

た生体組織を、その超音波振動を利用して超音波振動子

１４の後端側まで導き、該超音波振動子１４の後端側に

おいて、送水チューブ１７１から供給された吸水液と共

に吸引チューブ１７２を介して上記吸引瓶に排出するよ

うに構成した。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 振 動 子 と 、
前 記 超 音 波 振 動 子 か ら の 振 動 を 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材 と 、
前 記 超 音 波 振 動 子 及 び 前 記 振 動 伝 達 部 材 内 に 連 通 し て 設 け ら れ た 吸 引 可 能 な 管 路 と 、
前 記 管 路 に 接 続 さ れ る 吸 引 管 路 と 、
前 記 吸 引 管 路 の 前 記 管 路 と の 接 続 部 付 近 に お い て 前 記 吸 引 管 路 に 接 続 さ れ る 送 水 管 路 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 手 術 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 管 路 に 、 前 記 吸 引 管 路 及 び 前 記 送 水 管 路 が 連 結 さ れ る 連 結 部 材 を 設 け て 構 成 し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 手 術 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 連 結 部 材 は 、 超 音 波 振 動 子 後 端 部 に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音
波 手 術 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 例 え ば 超 音 波 振 動 を 利 用 し て 生 体 組 織 を 切 開 ま た は 乳 化 し た り 、 凝 固 あ る い
は 切 開 な ど の 処 置 を 施 す の に 用 い ら れ る 超 音 波 手 術 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 超 音 波 手 術 装 置 に お い て は 、 超 音 波 振 動 子 を 備 え た 超 音 波 振 動 発 生 部 に 超 音 波 振
動 伝 達 用 の プ ロ ー ブ が 連 結 さ れ て 配 さ れ る 。 こ の 超 音 波 振 動 伝 達 用 の プ ロ ー ブ は 、 中 空 状
に 形 成 さ れ 、 そ の 内 壁 部 を 吸 引 路 と し て 、 切 開 し た 生 体 組 織 を 吸 引 し 、 吸 引 チ ュ ー ブ を 介
し て 吸 引 瓶 に 排 出 す る 方 法 が 採 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 治 療 時 に は 、 送 水 チ ュ ー ブ か ら 送 水 液 を 患 部 等 の 対 象 部 に 送 水 す る こ と に よ り 、 プ
ロ ー ブ の 冷 却 、 生 体 組 織 の 冷 却 、 吸 引 物 の 詰 ま り の 防 止 を 行 う 方 法 が 採 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ が 、 こ の よ う な 送 水 液 は 、 プ ロ ー ブ の 先 端 部 で 超 音 波 振 動 に よ り 霧 化 さ れ 、 視 野 を
妨 げ る 要 因 と な る こ と で 、 送 水 液 の 量 を 絞 っ た り 、 各 種 の 対 策 が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
具 体 的 に は 、 プ ロ ー ブ の 先 端 近 傍 に プ ロ ー ブ の 内 部 の 吸 引 路 と 連 通 す る 小 穴 を 設 け 、 送 水
液 の 回 収 を 行 い 、 先 端 に 送 ら れ る 量 を 減 ら す 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 プ ロ ー ブ を 覆 う シ ー ス を 二 重 構 造 に 形 成 し て 、 プ ロ ー ブ と 内 側 シ ー ス と の 隙 間 か ら
送 水 液 を 送 水 し 、 送 水 し た 送 水 液 を 内 側 シ ー ス と 外 側 シ ー ス と の 間 か ら 吸 引 す る こ と に よ
り 、 プ ロ ー ブ 先 端 部 で 送 水 液 の 一 部 回 収 を 行 う 方 法 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 シ ー ス を 二 重 構 造 と し て 、 送 水 液 の 回 収 量 を 調 節 す る た め 、 内 側 シ ー ス と 外 側 シ
ー ス の 間 の 吸 引 圧 を 制 御 す る 方 法 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
と こ ろ で 、 こ の よ う な 超 音 波 手 術 装 置 は 、 上 記 超 音 波 吸 引 機 能 を 使 用 す る 時 、 送 水 チ ュ ー
ブ か ら 送 ら れ る 送 水 液 が プ ロ ー ブ の 周 囲 を 通 っ て プ ロ ー ブ の 先 端 に 送 ら れ て い る 状 態 に お
い て 、 超 音 波 振 動 し て い る プ ロ ー ブ 先 端 部 で 生 体 組 織 を 乳 化 し 、 内 部 の 吸 引 路 を 通 し て 吸
引 チ ュ ー ブ で 吸 引 す る 方 法 が 採 ら れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 超 音 波 凝 固 切 開 の 場 合 に は 、 プ ロ ー ブ の 先 端 部 に 把 持 部 を 設 け て 、 こ の 把 持 部 と プ
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ロ ー ブ の 先 端 部 と で 生 体 組 織 を 把 持 し た 状 態 で 、 超 音 波 を 発 振 さ せ て プ ロ ー ブ に 超 音 波 振
動 を 伝 達 す る こ と に よ り 、 生 体 組 織 を 凝 固 切 開 す る 方 法 が 採 ら れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ５
参 照 。 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 ４ ５ １ ６ ３ ９ ８ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ４ － ８ ９ ０ ４ ２ 号 公 報
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ４ － １ ５ ２ ９ ４ ２ 号 公 報
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ９ ９ ４ 号 公 報
【 ０ ０ １ ４ 】
【 特 許 文 献 ５ 】
特 表 平 ８ － ５ ０ ５ ８ ０ １ 号 公 報
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の 吸 引 構 成 で は 、 プ ロ ー ブ の 先 端 部 に 複 数 の 小 穴 を 設 け る
構 成 の た め に 、 プ ロ ー ブ 先 端 の 強 度 が 低 下 さ れ る と い 不 都 合 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ 及 び ３ の 吸 引 構 成 で は 、 い ず れ も シ ー ス を 二 重 構 造 と す る た め に 、
大 形 化 さ れ る う え 、 送 水 液 の 霧 化 を 確 実 に 防 止 す る こ と が 困 難 で あ る と い う 不 都 合 を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 上 記 特 許 文 献 ４ 及 び ５ の 如 く 超 音 波 凝 固 切 開 機 能 や 乳 化 機 能 を 考 慮 す る と 、 送 水 液
に よ り プ ロ ー ブ 及 び 把 持 部 が 冷 却 さ れ て い る た め 、 生 体 組 織 の 凝 固 切 除 に 必 要 な 摩 擦 熱 を
発 生 さ せ る の に 多 く の 時 間 を 費 や し 、 切 除 ス ピ ー ド が 低 下 さ れ る と い う 問 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 簡 易 な 構 成 で 、 吸 引 時 に お け る 送 水 液
の 霧 化 を 防 止 し た う え で 、 安 定 し た 高 精 度 な 吸 引 動 作 を 実 現 し 得 、 且 つ 、 凝 固 切 開 機 能 の
使 用 時 に お け る 切 除 ス ピ ー ド の 高 速 化 を 図 り 得 る よ う に し た 超 音 波 手 術 装 置 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 か ら の 振 動 を 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材 と 、
前 記 超 音 波 振 動 子 及 び 前 記 振 動 伝 達 部 材 内 に 連 通 し て 設 け ら れ た 吸 引 可 能 な 管 路 と 、 前 記
管 路 に 接 続 さ れ る 吸 引 管 路 と 、 前 記 吸 引 管 路 の 前 記 管 路 と の 接 続 部 付 近 に お い て 前 記 吸 引
管 路 に 接 続 さ れ る 送 水 管 路 と を 備 え て 超 音 波 手 術 装 置 を 構 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 振 動 伝 達 部 材 の 管 路 よ り 吸 引 さ れ た 生 体 組 織 は 、 該 振 動 伝 達 部 材 の 超
音 波 振 動 に よ り 超 音 波 振 動 子 の 管 路 を 介 し て 吸 引 管 路 に 確 実 に 導 か れ 、 該 吸 引 管 路 よ り 送
水 管 路 か ら 供 給 さ れ る 送 水 液 と 共 に 排 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 送 水 管 路 か ら の 送 水 液 は 、
管 路 を 通 っ て 振 動 伝 達 部 材 に 導 か れ る こ と が な く な り 、 該 振 動 伝 達 部 材 の 先 端 部 か ら 霧 状
に 噴 射 さ れ る こ と が 防 止 さ れ る た め 、 所 望 の 視 野 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 送 水 液 が 切 開 機 能 に 供 す る 振 動 伝 達 部 材 の 先 端 部 に 導 か れ な い こ と に よ り 、 該 振 動
伝 達 部 材 の 先 端 部 の 温 度 低 下 の 防 止 が 図 れ る た め 、 切 除 ス ピ ー ド の 高 速 化 が 図 れ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 手 術 装 置 の 外 観 を 示 す も の で 、 超 音 波
振 動 を 処 置 部 に 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材 で あ る プ ロ ー ブ １ ０ は 、 中 空 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 先
端 部 が シ ー ス １ １ の 先 端 部 よ り 突 出 さ れ た 状 態 で 、 そ の 周 囲 部 が 該 シ ー ス １ １ に 内 装 さ れ
て 配 さ れ る 。 シ ー ス １ １ の 基 端 部 は 、 ハ ン ド ピ ー ス １ ２ の 振 動 子 カ バ ー １ ３ の 開 口 側 の 端
部 に 被 着 さ れ る 。 こ の 振 動 子 カ バ ー １ ３ 内 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 気 信 号 を 超 音 波 振
動 に 変 換 す る 超 音 波 振 動 子 １ ４ 及 び 前 部 に 超 音 波 振 動 を 増 幅 さ せ る ホ ー ン １ ５ （ 図 ２ 中 で
は 、 図 の 都 合 上 、 図 示 せ ず 、 詳 細 を 後 述 す る 図 ３ 参 照 ） が 収 容 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
す な わ ち 、 超 音 波 振 動 子 １ ４ は 、 そ の 内 部 に 吸 引 管 路 が 設 け ら れ 、 該 吸 引 管 路 の 先 端 側 の
一 方 端 が 、 上 記 ホ ー ン １ ５ の 吸 引 管 路 の 一 方 端 に 連 通 さ れ る 。 そ し て 、 こ の ホ ー ン １ ５ の
吸 引 管 路 の 他 端 部 に は 、 上 記 プ ロ ー ブ １ ０ の 基 端 部 が 該 プ ロ ー ブ １ ０ の 中 空 部 が 連 通 さ れ
た 状 態 で 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 上 記 吸 引 管 路 の 後 端 側 に は 、 連 結 部 を 構 成 す る 吸 引 接 続 部 １ ４
１ が 設 け ら れ 、 こ の 吸 引 接 続 部 １ ４ １ に は 、 連 結 部 材 １ ６ が 取 付 け ら れ る 。 こ の 連 結 部 材
１ ６ に は 、 い わ ゆ る 二 股 分 岐 形 状 に 形 成 さ れ て 送 水 接 続 口 １ ６ １ 及 び 吸 引 接 続 口 １ ６ ２ が
設 け ら れ 、 こ れ ら 送 水 接 続 口 １ ６ １ 及 び 吸 引 接 続 口 １ ６ ２ が 振 動 子 カ バ ー １ ３ 内 に 位 置 す
る よ う に 上 記 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 後 端 側 に 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の う ち 送 水 接 続 口 １ ６ １ に は 、 図 示 し な い 送 水 源 に 連 結 さ れ る 送 水 管 路 を 構 成 す る 送 水
チ ュ ー ブ １ ７ １ が 接 続 さ れ 、 こ の 送 水 チ ュ ー ブ １ ７ １ を 介 し て 上 記 送 水 源 か ら の 送 水 液 が
選 択 的 に 供 給 さ れ る 。 他 方 の 吸 引 接 続 口 １ ６ ２ に は 、 吸 引 管 路 を 構 成 す る 吸 引 チ ュ ー ブ １
７ ２ の 一 端 部 が 接 続 さ れ 、 こ の 吸 引 チ ュ ー ブ １ ７ ２ の 他 端 部 は 、 吸 引 ポ ン プ １ ８ を 介 し て
図 示 し な い 吸 引 瓶 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ れ ら 吸 水 チ ュ ー ブ １ ７ １ 及 び 吸 引 チ ュ ー ブ １ ７ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 二 重 チ ュ ー ブ 構
造 に 一 体 形 成 し て も よ い し 、 あ る い は 別 体 の も の を 配 管 す る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 上 記 振 動 子 カ バ ー １ ３ に は 、 操 作 部 １ ９ が 操 作 自 在 に 設 け ら れ る 。 そ し て 、 上 記 プ
ロ ー ブ １ ０ の 先 端 側 に は 、 把 持 部 ２ ０ が 該 プ ロ ー ブ １ ０ の 先 端 部 に 対 応 し て 回 動 自 在 に 配
さ れ る 。 こ の 把 持 部 ２ ０ は 、 上 記 操 作 部 １ ９ の 操 作 に 連 動 し て 矢 印 方 向 に 回 動 さ れ 、 上 記
プ ロ ー ブ １ ０ の 先 端 部 と 協 働 し て 把 持 し 、 図 示 し な い 生 体 組 織 を 例 え ば 凝 固 切 開 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 構 成 に お い て 、 超 音 波 吸 引 を 行 う 時 は 、 先 ず 、 図 示 し な い 信 号 供 給 源 か ら 電 気 信 号 が
超 音 波 振 動 子 １ ４ に 供 給 さ れ 、 該 超 音 波 振 動 子 １ ４ が 電 気 信 号 を 超 音 波 振 動 に 変 換 し 、 そ
の 超 音 波 振 動 が ホ ー ン １ ５ を 介 し て 増 幅 さ れ て プ ロ ー ブ １ ０ に 伝 達 さ れ 、 該 プ ロ ー ブ １ ０
の 先 端 端 面 で 生 体 組 織 を 破 砕 す る 。 こ の 破 砕 さ れ た 生 体 組 織 は 、 超 音 波 振 動 さ れ る プ ロ ー
ブ １ ０ の 内 壁 を 通 っ て 、 同 様 に 超 音 波 振 動 さ れ る ホ ー ン １ ５ の 吸 引 管 路 、 超 音 波 振 動 子 １
４ の 吸 引 管 路 に 導 か れ て 連 結 部 材 １ ６ の 吸 引 接 続 口 １ ６ ２ に 移 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
同 時 に 、 こ の 連 結 部 材 １ ６ に は 、 そ の 送 水 接 続 口 １ ６ １ に 送 水 チ ュ ー ブ １ ７ １ を 介 し て 上
記 送 水 源 （ 図 示 せ ず ） か ら 送 水 液 が 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 連 結 部 材 １ ６ に 導 か れ た 生
体 組 織 は 、 そ の 送 水 接 続 口 １ ６ １ に 供 給 さ れ た 送 水 液 の 作 用 に よ り 、 該 送 水 液 と 共 に 、 吸
引 接 続 口 １ ６ か ら 吸 引 チ ュ ー ブ １ ７ ２ に 導 か れ て 吸 引 ポ ン プ １ ８ を 介 し て 上 記 吸 引 瓶 に 排
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出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 超 音 波 凝 固 切 開 機 能 を 使 用 す る 時 は 、 上 記 操 作 部 １ ９ を 操 作 し て プ ロ ー ブ １ ０ の 先
端 部 の 把 持 部 ２ ０ を 回 動 操 作 し て 、 プ ロ ー ブ １ ０ と で 生 体 組 織 を 把 持 す る 。 こ の 状 態 で 、
上 述 し た よ う に 超 音 波 振 動 子 １ ４ を 駆 動 さ せ て 超 音 波 を 発 振 さ せ 、 超 音 波 振 動 を ホ ー ン １
５ を 介 し て プ ロ ー ブ １ ０ に 伝 達 さ せ て 、 把 持 し た 生 体 組 織 を 凝 固 切 開 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 凝 固 切 開 さ れ た 生 体 組 織 は 、 略 同 様 に し て プ ロ ー ブ １ ０ の 内 壁 を 通 っ て 超 音 波 振 動 子
１ ４ ま で 移 送 さ れ 、 そ の 後 、 連 結 部 材 １ ６ に 導 か れ て 、 吸 水 チ ュ ー ブ １ ７ １ か ら 該 連 結 部
材 １ ６ の 吸 水 接 続 口 １ ６ １ に 供 給 さ れ る 送 水 液 と 共 に 、 そ の 吸 引 接 続 口 １ ６ ２ か ら 吸 引 チ
ュ ー ブ １ ７ ２ に 導 か れ て 吸 引 ポ ン プ １ ８ を 介 し て 上 記 吸 引 瓶 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に 、 上 記 超 音 波 手 術 装 置 は 、 プ ロ ー ブ １ ０ に 連 結 さ れ た 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 後 端
側 に 吸 引 チ ュ ー ブ １ ６ ２ 及 び 送 水 チ ュ ー ブ １ ６ １ を 連 結 し 、 超 音 波 振 動 さ れ る プ ロ ー ブ １
０ に 吸 引 さ れ た 生 体 組 織 を 、 そ の 超 音 波 振 動 を 利 用 し て 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 後 端 側 ま で 導
き 案 内 し 、 該 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 後 端 側 に お い て 、 送 水 チ ュ ー ブ １ ７ １ か ら 供 給 さ れ た 吸
水 液 と 共 に 吸 引 チ ュ ー ブ １ ７ ２ を 介 し て 上 記 吸 引 瓶 に 排 出 す る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ れ に よ れ ば 、 送 水 チ ュ ー ブ １ ７ １ を 介 し て 供 給 さ れ る 送 水 液 を 、 プ ロ ー ブ １ ０ の 先 端 部
よ り 送 水 す る こ と な く 、 高 精 度 な 吸 引 機 能 を 実 現 す る こ と が で き る こ と に よ り 、 術 者 の 視
野 の 妨 げ と な る 霧 化 す る の を 防 止 で き る 。 ま た 、 こ れ に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ １ ０ の 先 端 部 に
送 水 液 を 導 く 供 給 機 構 を 配 す る こ と が な く な る た め 、 プ ロ ー ブ １ ０ を 含 む 超 音 波 振 動 系 の
単 純 化 が 図 れ て 小 形 化 の 促 進 と 共 に 、 耐 久 性 の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 こ れ に よ れ ば 、 送 水 液 を プ ロ ー ブ １ ０ の 先 端 部 に 導 い て い な い こ と に よ り 、 例 え
ば 切 開 処 理 を 行 う 場 合 に お い て も 、 該 プ ロ ー ブ １ ０ の 先 端 部 及 び 把 持 部 の 温 度 低 下 の 防 止
が 図 れ る た め 、 そ の 切 除 ス ピ ー ド の 高 速 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
図 ３ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 手 術 装 置 の 要 部 を 示 す も の で 、 上 記 第
１ の 実 施 の 形 態 と 略 同 様 の 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る 。 但 し 、 図 ３ に お い て は 、 上 記 第
１ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 手 術 装 置 と 同 一 部 分 に つ い て 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 な
説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 吸 引 管 路 の 後 端 に は 、 吸 引 接 続 口 ３ ０ １ の 設 け ら れ た 連 結 部 材 ３
０ が 取 付 け ら れ る 。 こ の 連 結 部 材 ３ ０ は 、 そ の 吸 引 接 続 口 ３ ０ １ が 上 記 振 動 子 カ バ ー １ ３
か ら 突 出 し て 設 け ら れ 、 こ の 吸 引 接 続 口 ３ ０ １ に は 、 吸 引 管 路 を 構 成 す る 吸 引 チ ュ ー ブ ３
１ の 一 端 部 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の う ち 吸 引 チ ュ ー ブ ３ １ は 、 そ の 一 端 部 近 傍 に 送 水 管 路 を 構 成 す る 送 水 チ ュ ー ブ ３ ２ の
一 端 部 が 直 接 的 に 連 結 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 吸 引 チ ュ ー ブ ３ １ の 他 端 部 は 、 上 述 し た 第 １
の 実 施 の 形 態 と 略 同 様 に 吸 引 ポ ン プ １ ８ を 介 し て 図 示 し な い 吸 引 瓶 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
他 方 の 送 水 チ ュ ー ブ ３ ２ は 、 そ の 他 端 部 に 上 記 送 水 源 （ 図 示 せ ず ） が 連 結 さ れ 、 該 送 水 源
を 介 し て 送 水 液 が 選 択 的 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
な お 、 上 記 吸 引 チ ュ ー ブ ３ １ 及 び 送 水 チ ュ ー ブ ３ ２ は 、 別 体 に 形 成 し て 合 体 さ せ た チ ュ ー
ブ 構 造 に 限 る も の で な く 、 例 え ば こ れ ら 吸 引 チ ュ ー ブ ３ １ 及 び 送 水 チ ュ ー ブ ３ ２ を 一 体 形
成 し た 、 い わ ゆ る 二 連 チ ュ ー ブ 構 造 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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上 記 構 成 に お い て 、 超 音 波 吸 引 を 行 う 時 に は 、 先 ず 、 上 述 し た よ う に 信 号 供 給 源 （ 図 示 せ
ず ） か ら 電 気 信 号 が 超 音 波 振 動 子 １ ４ に 供 給 さ れ 、 該 超 音 波 振 動 子 １ ４ が 電 気 信 号 を 超 音
波 振 動 に 変 換 し 、 そ の 超 音 波 振 動 が ホ ー ン １ ５ を 介 し て 振 幅 さ れ て プ ロ ー ブ １ ０ に 伝 達 さ
れ 、 該 プ ロ ー ブ １ ０ 先 端 端 面 で 生 体 組 織 を 破 砕 す る 。 こ の 破 砕 さ れ た 生 体 組 織 は 、 超 音 波
振 動 さ れ る プ ロ ー ブ １ ０ の 内 壁 を 通 っ て 、 同 様 に 超 音 波 振 動 さ れ る ホ ー ン １ ５ の 吸 引 管 路
、 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 吸 引 管 路 に 順 に 導 か れ て 連 結 部 材 ３ ０ に 侵 入 さ れ て 、 そ の 吸 引 接 続
口 ３ ０ １ を 通 っ て 吸 引 チ ュ ー ブ ３ １ の 一 端 部 ま で 移 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
同 時 に 、 こ の 吸 引 チ ュ ー ブ ３ １ の 一 端 部 に は 、 送 水 チ ュ ー ブ ３ ２ を 介 し て 上 記 送 水 源 （ 図
示 せ ず ） か ら 送 水 液 が 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 連 結 部 材 ３ ０ を 通 っ て 吸 引 チ ュ ー ブ ３ １
に 導 か れ た 生 体 組 織 は 、 吸 水 チ ュ ー ブ ３ ２ か ら 供 給 さ れ た 送 水 液 の 作 用 に よ り 、 該 送 水 液
と 共 に 、 吸 引 チ ュ ー ブ ３ ２ を 通 り 吸 引 ポ ン プ １ ８ を 介 し て 上 記 吸 引 瓶 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 超 音 波 凝 固 切 開 機 能 を 使 用 す る 時 も 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 略 同 様 に 、 凝 固 切 開
し た 生 体 組 織 の 吸 引 排 出 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
図 ４ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 手 術 装 置 の 要 部 を 示 す も の で 、 上 記 第
１ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 略 同 様 の 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る 。 但 し 、 図 ４ に お い て は
、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 手 術 装 置 と 同 一 部 分 に つ い て 同 一 符 号 を 付
し て 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 後 端 側 の 吸 引 管 路 に は 、 連 結 部 材 ４ ０ が 取 付 け ら れ る 。 こ の 連
結 部 材 ４ ０ に は 、 い わ ゆ る 二 股 分 岐 形 状 に 形 成 さ れ て 送 水 接 続 口 ４ ０ １ 及 び 吸 引 接 続 口 ４
０ ２ が 設 け ら れ 、 こ れ ら 送 水 接 続 口 ４ ０ １ 及 び 吸 引 接 続 口 ４ ０ ２ が 上 記 振 動 子 カ バ ー １ ３
か ら 突 出 さ れ て 上 記 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 後 端 側 に 取 付 け 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の う ち 送 水 接 続 口 ４ ０ １ に は 、 図 示 し な い 送 水 源 に 連 結 さ れ る 送 水 管 路 を 構 成 す る 送 水
チ ュ ー ブ ４ １ が 接 続 さ れ 、 上 記 送 水 源 か ら の 送 水 液 が 送 水 チ ュ ー ブ ４ １ を 介 し て 選 択 的 に
供 給 さ れ る 。 他 方 の 吸 引 接 続 口 ４ ０ ２ に は 、 吸 引 管 路 を 構 成 す る 吸 引 チ ュ ー ブ ４ ２ の 一 端
部 が 接 続 さ れ 、 こ の 吸 引 チ ュ ー ブ ４ ２ の 他 端 部 は 、 上 記 吸 引 ポ ン プ １ ８ を 介 し て 図 示 し な
い 吸 引 瓶 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 こ れ ら 吸 水 チ ュ ー ブ ４ １ 及 び 吸 引 チ ュ ー ブ ４ ２ は 、 図 ４ 中 で は 、 別 体 に 形 成 し た も
の を 用 い て 構 成 し て い る が 、 一 体 的 に 形 成 し た 二 重 チ ュ ー ブ 構 造 の も の を 用 い て 構 成 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
上 記 構 成 に お い て も 、 略 同 様 に 、 例 え ば 超 音 波 吸 引 を 行 う 時 に は 、 上 述 し た よ う に 信 号 供
給 源 （ 図 示 せ ず ） か ら 電 気 信 号 が 超 音 波 振 動 子 １ ４ に 供 給 さ れ 、 該 超 音 波 振 動 子 １ ４ が 電
気 信 号 を 超 音 波 振 動 に 変 換 し 、 そ の 超 音 波 振 動 が ホ ー ン １ ５ を 介 し て 振 幅 さ れ て プ ロ ー ブ
１ ０ に 伝 達 さ れ 、 該 プ ロ ー ブ １ ０ の 先 端 端 面 で 生 体 組 織 を 破 砕 す る 。 こ の 破 砕 さ れ た 生 体
組 織 は 、 超 音 波 振 動 さ れ る プ ロ ー ブ １ ０ の 内 壁 を 通 っ て 、 同 様 に 超 音 波 振 動 さ れ る ホ ー ン
１ ５ の 吸 引 管 路 、 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 吸 引 管 路 に 導 か れ て 連 結 部 材 ４ ０ ま で 移 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
同 時 に 、 連 結 部 材 ４ ０ に は 、 そ の 送 水 接 続 口 ４ ０ １ に 上 記 送 水 源 （ 図 示 せ ず ） か ら の 送 水
液 が 吸 水 チ ュ ー ブ ４ １ を 介 し て 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 連 結 部 材 ４ ０ に 導 か れ た 生 体 組
織 は 、 そ の 送 水 接 続 口 ４ ０ １ に 供 給 さ れ た 送 水 液 の 作 用 に よ り 、 該 送 水 液 と 共 に 、 そ の 吸
引 接 続 口 ４ ０ ２ か ら 吸 引 チ ュ ー ブ ４ ２ に 導 か れ て 吸 引 ポ ン プ １ ８ を 介 し て 上 記 吸 引 瓶 に 排
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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ま た 、 超 音 波 凝 固 切 開 機 能 を 使 用 す る 時 も 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 略 同 様 に 、 凝 固 切 開
し た 生 体 組 織 の 排 出 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 超 音 波 振 動 子 １ ４ の 後 端 側 に 連 結 部 材 １ ６ ，
３ ０ ， ４ ０ を 取 り 付 け て 吸 水 チ ュ ー ブ １ ７ １ 、 ３ ２ ， ４ １ 及 び 吸 引 チ ュ ー ブ １ ７ ２ ， ３ ２
， ４ ２ を 接 続 構 成 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ の 接 続 構 成 に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 こ れ ら
吸 水 チ ュ ー ブ １ ７ １ 、 ３ ２ ， ４ １ 及 び 吸 引 チ ュ ー ブ １ ７ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ を 超 音 波 振 動 子 １
４ の 後 端 側 に 直 接 的 に 接 続 す る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
よ っ て 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 形 を 実 施 し 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 に は
、 種 々 の 段 階 の 発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 に お け る 適 宜 な 組 合 せ に
よ り 種 々 の 発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
例 え ば 実 施 の 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら 幾 つ か の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ て も 、 発 明 が 解
決 し よ う と す る 課 題 の 欄 で 述 べ た 課 題 が 解 決 で き 、 発 明 の 効 果 で 述 べ ら れ て い る 効 果 が 得
ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ た 構 成 が 発 明 と し て 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 こ の 発 明 は 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 、 次 の よ う な 構 成 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 付 記 １ ）
超 音 波 振 動 子 と 、
前 記 超 音 波 振 動 子 か ら の 振 動 を 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材 と 、
前 記 超 音 波 振 動 子 及 び 前 記 振 動 伝 達 部 材 内 に 設 け ら れ た 吸 引 可 能 な 管 路 と 、
前 記 管 路 に 接 続 さ れ る 吸 引 管 路 と 、
前 記 管 路 と の 接 続 部 付 近 で 前 記 吸 引 管 路 と 接 続 さ れ る 送 水 管 路 と か ら な る 超 音 波 手 術 装 置
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 付 記 ２ ）
前 記 吸 引 管 路 と 前 記 送 水 管 路 と を 連 結 可 能 な 連 結 部 が 備 え れ ら る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １
記 載 の 超 音 波 手 術 装 置 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 付 記 ３ ）
前 記 連 結 部 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 後 端 部 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ２ 記 載 の 超 音
波 手 術 装 置 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ 付 記 ４ ）
前 記 吸 引 管 路 及 び 前 記 送 水 管 路 は 、 一 体 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 乃 至 ３ の い ず
れ か 記 載 の 超 音 波 手 術 装 置 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 構 成 で 、 吸 引 時 に お け る 送 水 液 の 霧 化 を
防 止 し た う え で 、 安 定 し た 高 精 度 な 吸 引 動 作 を 実 現 し 得 、 且 つ 、 凝 固 切 開 機 能 の 使 用 時 に
お け る 切 除 ス ピ ー ド の 高 速 化 を 図 り 得 る よ う に し た 超 音 波 手 術 装 置 を 提 供 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 手 術 装 置 の 外 観 構 成 を 示 し た 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 要 部 を 断 面 し て 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 手 術 装 置 を 断 面 し て 示 し た 断 面 図 で あ
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る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 手 術 装 置 を 断 面 し て 示 し た 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … プ ロ ー ブ 、 １ １ … シ ー ス 、 １ ２ … ハ ン ド ピ ー ス 、 １ ３ … 振 動 子 カ バ ー 、 １ ４ … 超 音
波 振 動 子 、 １ ４ １ … 吸 引 接 続 部 、 １ ５ … ホ ー ン 、 １ ６ … 接 続 部 材 、 １ ６ １ … 送 水 接 続 口 、
１ ６ ２ … 吸 引 接 続 口 、 １ ７ １ … 送 水 チ ュ ー ブ 、 １ ７ ２ … 吸 引 チ ュ ー ブ 、 １ ８ … 吸 引 ポ ン プ
、 １ ９ … 操 作 部 、 ２ ０ … 把 持 部 、 ３ ０ … 連 結 部 材 、 ３ ０ １ … 吸 引 接 続 口 、 ３ ０ ２ … 送 水 接
続 口 、 ３ １ … 吸 引 チ ュ ー ブ 、 ３ ２ … 送 水 チ ュ ー ブ 、 ４ ０ … 連 結 部 材 、 ４ ０ １ … 送 水 接 続 口
、 ４ ０ ２ … 吸 引 接 続 口 、 ４ １ … 送 水 チ ュ ー ブ 、 ４ ２ … 吸 引 チ ュ ー ブ 。 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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